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研究成果の概要： 
これまでバラバラに研究が行われていた心理的時間の諸領域,すなわち，時間についての知識，

自分にとって気持ちの良い行動のテンポ，これから行う予定の事の時間の記憶，過去・現在・

未来についての受け止め，時間の上手な管理等について，健常な大人のみならず，思春期の子

ども，中年者，高齢者，脳損傷の人，抑うつ傾向の人等を対象に豊富なデータを得た。またそ

れぞれの領域の研究のすべてにおいて，時間の長さについての感覚(時間評価)を調べ，心理的

時間の諸領域を横糸に，時間評価を縦糸に，心理的時間の諸相を立体的に明らかにすることを

試みた。 
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１．研究開始当初の背景 
心理的時間は，事象の変化や継起の側面の抽
出と統合という認知的な情報処理を経て，心
的に構成されたものと考えられ，あらゆる経
験の根源的文脈とも言える。また，心理的時
間の問題は，私たちが「生きているという意
識」を持つことに迫る，心理学上の最重要課
題の１つとも言えよう。心理的時間は，時間
知覚，時間の順序知覚，時間評価，テンポ，
タイミング，時間的展望，時間不安，時間管
理等，様々な形で研究されているが，それら

の研究はバラバラで，相互の関連はこれまで
のところほとんど問題にされていない。 
 
２．研究の目的 
本研究では，精神テンポ，時間評価，展望的
記憶(出来事の時間的順序の記憶を含む)，時
間の知識，時間管理，時間的展望という，こ
れまで相互に無関係に研究されたものを，発
達と学習という形成過程と脳損傷や心の病
あるいは特異な感情状態という崩壊・ゆがみ
過程の両過程から，種々の比較可能な課題を
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用いて研究する。そしていずれの過程でも共
通課題として時間評価を行うことによって，
心理的時間の諸側面を結ぶものとしてその
成果を用いることにより，根元的文脈として
の心理的時間の本質に迫ろうとするもので
ある。 
 時間評価を共通課題とする理由と利点は，
(a)心理的時間の中で最もよく研究されてい
る領域であり，いくつかのモデルも提唱され
ていること，従って，それらのモデルを拡張
して，あるいは援用して，本研究に用いるこ
とができるかもしれないこと，および(b)方法
論が確立しており，子どもから大人にまで，
正常者から少々正常を逸脱する人にまで，利
用可能な方法があること，である。 
 
３．研究の方法 
研究は次のような 5 領域にわたって行われた。
それぞれの領域において，実験あるいは質問
紙調査等の方法を用いて研究を実施した。 
 研究 1 時間の知識と時間評価の学習過程
に関する発達的研究 
 研究 2 言語行動の精神テンポと時間評価
に及ぼすウソの効果に関する研究 
 研究 3 時間評価と展望的記憶に関する神
経生理学的研究 
 研究 4 抑うつ傾向の程度と時間的展望の
変化に関する研究 
 研究 5 時間管理能力・時間評価能力と自
己効力感に関する実験的研究 
 
４．研究成果 
研究１から研究５において，下記のような研
究成果が得られた。 
研究１ 時間の知識と時間評価の学習過程
に関する発達的研究 

2 つの動体刺激の走行時間を比較させ，そ
の際に用いられる時間の知識を明らかにし，
それが作動記憶容量と関係していることを
示した。またその関係は，中学生，高校生，
大学生，高齢者によって異なっていた。さら
に，時間の知識の使用の際にも，時間評価の
正確さが関係していることが明らかになり，
暗黙のうちに時間評価を頼りにしているこ
とが示唆された。 
研究２ 言語行動の精神テンポと時間評価
に及ぼすウソの効果に関する研究 
実験参加者が真実の内容とウソの内容が含
まれた２種類の文章を音読した。参加者は２
種類の文章を，好みのテンポ（精神テンポ）
で音読し，音声分析でウソがばれないように
努めた。その結果，ウソの文章を読む時にテ
ンポが有意に遅くなり，感情によるテンポの
変動が見出された。また，事象関連電位
(P300)による虚偽検出を行い，刺激認識に要
する時間を反映する P300 潜時が，嘘の反応
をするときに遅くなることを見いだし，感情

が刺激の情報処理速度に影響することを明
らかとした。 
研究 3 時間評価と展望的記憶に関する神経
生理学的研究 
様々な脳部位に損傷を持つ脳損傷患者の時
間評価の学習過程を検討することを目的と
し，脳損傷者に 10 秒の時間作成を求める時
間評価課題を実施した。本研究の結果より，
時間作成学習の習得の可否は，損傷部位や認
知障害の違いや程度に依存しない可能性が
示された。また，学習期におけるフィードバ
ックの効果を検討した結果，脳損傷患者であ
ってもフィードバック情報を正しく利用で
きるものの，学習に失敗した者や学習が遅か
った者については，フィードバックにもとづ
いて，次試行の作成時間を微細に調整する能
力に問題が生じている可能性が示された。 
研究４ 抑うつ傾向の程度と時間的展望の
変化に関する研究 
一般の大学生および精神科クリニックの通
院患者を対象に，抑うつ傾向という観点から
時間的展望との関連について検討した。抑う
つ傾向の程度や過去・現在・未来の統合の程
度が，肯定的な時間的展望を持つかどうかに
影響していると考えられた。また，時間関連
性と時間的展望との関連や，抑うつの改善に
ともなう時間志向性の変化が示唆された。 
研究５ 時間管理能力・時間評価能力と自己
効力感に関する実験的研究 
時間管理能力，特性的自己効力感，進路選択
に対する自己効力感の間の関連について，大
学生を対象にした調査をもとに検討した。そ
の結果，時間管理能力は，特性的自己効力感，
進路選択に対する自己効力感の双方と中程
度以上の正の相関があることが示された。ま
た，大学生を対象に，数回のレポート課題へ
の取り組みについての追跡的な調査データ
を分析し，時間管理能力の変容プロセスにつ
いて検討した。その結果，レポート作成のた
めに多少の専門知識を要する場合では，課題
要求の理解度がある程度高くなければ，時間
管理能力の指標の妥当性が保証されないこ
と，およびメタ認知能力の高さについても統
制した上で，時間管理能力の変容プロセスを
検討する必要が示唆された。 
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